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第
八
十
八
条
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

低
潮
線
保
全
区
域
に
お
け
る
低
潮
線
の
保
全
に
関
す
る
こ
と（
河
川
管
理
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

第
八
十
九
条
第
一
項
第
九
号
中
「
関
す
る
こ
と
」
の
下
に「（
水
政
課
及
び
河
川
管
理
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。）」
を
加
え
る
。

第
九
十
三
条
第
一
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
同
条
第
十
二
号
」
を

「
同
条
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

低
潮
線
保
全
区
域
に
お
け
る
低
潮
線
の
保
全
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
技
術
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
四
十
五
条
第
一
項
中
「
五
十
九
人
」
を
「
五
十
八
人
」
に
改
め
る
。

（
北
海
道
開
発
局
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

北
海
道
開
発
局
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
二
十
二
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
第
四
十
六
号
を
第
四
十
七
号
と
し
、
第
三
十
六
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条

第
三
十
五
号
中
「
第
四
十
六
号
」
を
「
第
四
十
七
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
十
六
号
と
し
、
第
十
五
号
か
ら
第

三
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
十
四
号
中
「
第
二
十
九
号
」
を
「
第
三
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同

条
第
十
五
号
と
し
、
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
同
条
第
十
二
号
中
「
第
十
四
号
」
を
「
第
十
五
号
」
に
、「
第
十
七

号
」
を
「
第
十
八
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
条
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

低
潮
線
保
全
区
域
（
港
湾
内
の
低
潮
線
保
全
区
域
を
除
く
。
第
四
十
六
条
及
び
第
四
十
九
条
に
お
い
て
同
じ
。）

に
お
け
る
低
潮
線
の
保
全
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
十
六
条
中
第
十
九
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
六
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

低
潮
線
保
全
区
域
に
お
け
る
低
潮
線
の
保
全
に
関
す
る
こ
と（
河
川
管
理
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

第
四
十
九
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
第
十
三
号
」
を「
第
十
四
号
」

に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

低
潮
線
保
全
区
域
に
お
け
る
低
潮
線
の
保
全
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
技
術
に
関
す
る
こ
と
。

第
五
十
七
条
の
見
出
し
中
「
河
川
情
報
管
理
官
」
を
「
河
川
情
報
管
理
官
及
び
低
潮
線
保
全
官
」
に
改
め
、
同
条
第

一
項
中
「
河
川
情
報
管
理
官
」
の
下
に
「
及
び
低
潮
線
保
全
官
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

３

低
潮
線
保
全
官
は
、
第
四
十
九
条
第
七
号
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
六
十
四
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

港
湾
内
の
低
潮
線
保
全
区
域
に
お
け
る
低
潮
線
の
保
全
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
技
術
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
十
五
条
第
三
号
中
「
維
持
及
び
保
安
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
」
を
「
港
湾
建
設
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
」
に

改
め
る
。

第
六
十
七
条
の
二
第
二
項
中
「
確
保
に
関
す
る
も
の
」
の
下
に
「
並
び
に
同
条
第
六
号
に
掲
げ
る
事
務
」を
加
え
る
。

諸

事

項

破
産
手
続
廃
止
及
び
免
責
許
可
決
定

平
成
２
２
年
（
フ
）
第
２
１
号

長
崎
県
松
浦
市
志
佐
町
庄
野
免

4
8
4番
地
１
、
従
前

の
住
所
長
崎
県
松
浦
市
志
佐
町
庄
野
免
4
8
2番
地
１

破
産
者
緒
方

進
１
決
定
年
月
日
平
成
2
3年
５
月
1
3日

２
主
文
本
件
破
産
手
続
を
廃
止
す
る
。

３
理
由
の
要
旨
破
産
財
団
を
も
っ
て
破
産
手
続
の
費

用
を
支
弁
す
る
の
に
不
足
す
る
。

４
主
文
破
産
者
に
つ
い
て
免
責
を
許
可
す
る
。

長
崎
地
方
裁
判
所
平
戸
支
部
破
産
係

平
成
２
２
年
（
フ
）
第
１
１
２
号

奈
良
県
御
所
市

1
3
9番
地
、
開
始
決
定
時
の
住
所
奈

良
県
御
所
市
大
字
南
十
三
5
3番
地
の
６

破
産
者
ˆ
橋

誠
１
決
定
年
月
日
平
成
2
3年
５
月
1
6日

２
主
文
本
件
破
産
手
続
を
廃
止
す
る
。

３
理
由
の
要
旨
破
産
財
団
を
も
っ
て
破
産
手
続
の
費

用
を
支
弁
す
る
の
に
不
足
す
る
。

４
主
文
破
産
者
に
つ
い
て
免
責
を
許
可
す
る
。

奈
良
地
方
裁
判
所
葛
城
支
部
破
産
係

平
成
２
２
年
（
フ
）
第
１
１
３
号

奈
良
県
御
所
市

1
3
9番
地
、
開
始
決
定
時
の
住
所
奈

良
県
御
所
市
大
字
南
十
三
5
3番
地
の
６

破
産
者
ˆ
橋
由
紀
子

１
決
定
年
月
日
平
成
2
3年
５
月
1
6日

２
主
文
本
件
破
産
手
続
を
廃
止
す
る
。

３
理
由
の
要
旨
破
産
財
団
を
も
っ
て
破
産
手
続
の
費

用
を
支
弁
す
る
の
に
不
足
す
る
。

４
主
文
破
産
者
に
つ
い
て
免
責
を
許
可
す
る
。

奈
良
地
方
裁
判
所
葛
城
支
部
破
産
係

平
成
２
３
年
（
フ
）
第
１
１
０
号

仙
台
市
若
林
区
沖
野
２
丁
目
2
1番

1
0
`
5
0
2号

破
産
者
田
中
加
奈
（
旧
姓
神
山
）

１
決
定
年
月
日
平
成
2
3年
５
月
1
7日

２
主
文
本
件
破
産
手
続
を
廃
止
す
る
。

３
理
由
の
要
旨
破
産
財
団
を
も
っ
て
破
産
手
続
の
費

用
を
支
弁
す
る
の
に
不
足
す
る
。

４
主
文
破
産
者
に
つ
い
て
免
責
を
許
可
す
る
。

仙
台
地
方
裁
判
所
第
４
民
事
部
破
産
係

平
成
２
２
年
（
フ
）
第
１
４
１
５
号

名
古
屋
市
天
白
区
池
場
３
丁
目

3
1
8番
地
の
１

コ
ー
ポ
大
島
1
0
2号

破
産
者
平
井

悟

１
決
定
年
月
日
平
成
2
3年
５
月
1
7日

２
主
文
本
件
破
産
手
続
を
廃
止
す
る
。

３
理
由
の
要
旨
破
産
財
団
を
も
っ
て
破
産
手
続
の
費

用
を
支
弁
す
る
の
に
不
足
す
る
。

４
主
文
破
産
者
に
つ
い
て
免
責
を
許
可
す
る
。

名
古
屋
地
方
裁
判
所
民
事
第
２
部

平
成
２
２
年
（
フ
）
第
２
２
２
９
号

名
古
屋
市
名
東
区
西
里
町
１
`
1
2
`
４
、
住
民
票
上

の
住
所
名
古
屋
市
緑
区
滝
ノ
水
２
丁
目
2
1
0
1番
地
の

２
滝
の
水
公
園
シ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー

ジ
2
0
1号

破
産
者
廣
瀬

徹

１
決
定
年
月
日
平
成
2
3年
５
月
1
7日

２
主
文
本
件
破
産
手
続
を
廃
止
す
る
。

３
理
由
の
要
旨
破
産
財
団
を
も
っ
て
破
産
手
続
の
費

用
を
支
弁
す
る
の
に
不
足
す
る
。

４
主
文
破
産
者
に
つ
い
て
免
責
を
許
可
す
る
。

名
古
屋
地
方
裁
判
所
民
事
第
２
部

平
成
２
２
年
（
フ
）
第
２
７
８
５
号

名
古
屋
市
東
区
泉
２
丁
目
2
9番
２
号
桃
谷
荘
3
1号

破
産
者
鈴
木
重
勝

１
決
定
年
月
日
平
成
2
3年
５
月
1
7日

２
主
文
本
件
破
産
手
続
を
廃
止
す
る
。

３
理
由
の
要
旨
破
産
財
団
を
も
っ
て
破
産
手
続
の
費

用
を
支
弁
す
る
の
に
不
足
す
る
。

４
主
文
破
産
者
に
つ
い
て
免
責
を
許
可
す
る
。

名
古
屋
地
方
裁
判
所
民
事
第
２
部

平
成
２
２
年
（
フ
）
第
３
１
７
７
号

愛
知
県
愛
西
市
諸
桑
町
中
江
4
6番
地
４

破
産
者
加
藤
巧
智

１
決
定
年
月
日
平
成
2
3年
５
月
1
7日

２
主
文
本
件
破
産
手
続
を
廃
止
す
る
。

３
理
由
の
要
旨
破
産
財
団
を
も
っ
て
破
産
手
続
の
費

用
を
支
弁
す
る
の
に
不
足
す
る
。

４
主
文
破
産
者
に
つ
い
て
免
責
を
許
可
す
る
。

名
古
屋
地
方
裁
判
所
民
事
第
２
部

〇
防
衛
省
令
第
十
号

排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
の
保
全
及
び
利
用
の
促
進
の
た
め
の
低
潮
線
の
保
全
及
び
拠
点
施
設
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
十
一
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

自
衛
隊
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
八
条
の
十
三
第
一
項
中
「
第
九
条
第
五
項
」
を
「
第
六
条
第
二
項
又
は
第
九
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
低
潮
線
の
保
全
上
又
は
同
法
第
九
条
第
一
項
」
に
、「
又

は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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